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   A case of nonfunctioning adrenal cortical adenoma is presented. A 56-year-old woman was 
admitted with the chief complaint of asymptomatic microscopic hematuria. Adenal tumor was found 
accidentally by computed tomography scan during evaluation for hematuria. A venogram and adrenal 
scan confirmed left adrenal neoplasm. Endocrine studies were normal. Surgical extirpation was 
performed and pathological examination revealed 2.2 x 2.0 x 2.0 cm left adrenal cortical adenoma. 
   Reports of nonfunctioning adrenal cortical adenoma in the Japanese literature were reviewed and 
a discussion was made on this rare condition. 

















整,貧 血(一),黄 疸(一),心 肺に聴打診上異常な
し.表 在 リンパ節 は 触 れ ず,胸 腹 部 に 腫 瘤 を 触知 しな
い.多 毛,満 月様 顔 貌,皮 膚 線 条 な ど は見 られ な い.
入 院 時 検 査 所 見:血 圧122/80m皿Hg,血 沈1時
間値10mm,末 梢 血 液 所 見:赤 血 球470×104/mm3,
白血 球5,800/mm3,血小 板20.5×104/mm3,ヘマ ト
ク リ ッ ト40・6%,血 色 素13.9g/dl,尿所 見=蛋 白
(一),糖(一),赤 血 球25～30/h.p.f,,白血 球(一),
血 液 生 化 学 所 見.GPT17u/L,GoT13u/L,
LDH171U/L,ア ル カ リフ ォス フ ァ ター ゼ54U/L,
総 コ レス テ ロール247mg/dl,BuNIgmg/dl,尿酸
6.8mg/dl,クレア チ ニ ンo.9mg/dl,空腹 時 血 糖89
mg/dl,Na142mEq/L,K3.9mEq/L,cllo4mEq
/L,ca9.3mg/d1,血清総 蛋 白6.59/d1,アル ブ ミ
ン4.1g/dl,内分 泌 学 的 検 査:尿 中17-KS5.1mg/
day,17-oHcs4.2mg/day,vMA5.4mg/day,ア
ル ドス テ ロ ン5μ9/day,カテ コ ール ア ミン26・6μ9/
day,血中 ア ル ドス テ ロ ン112P9/ml,レニ ン0・5ng
/ml/hr,コーチ ゾー ル15.3Pt9/dl,AcTH75P9/ml
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ng/ml/hr,アル ドス テ ロン94.8pg/ml,右腎 静 脈 血
中 コ ーチ ゾー ル13.1Pt9/dl,レニ ンo。5ng/ml/hr,
ア ル ドス テ ロ ン79.4pg/m1,左腎静 脈 血 中 コー チ ゾ
ー ル13.7μ9/dl,レニ ンo.7ng/ml/hr,アル ドス テ
ロ ン93.7P9/ml.
X線 検査 所 見.胸 部X線 異 常 な し.排 泄 性 腎 孟 造影
で は腎 の圧 排 所 見 を 認 め ず 異 常 な し.CTス キ ャ ンで
は 左副 腎 に直 径約1.8cmの 腫 瘤 が認 め られ る(Fig.
1).1311一ア ドス テ ロー ルに よる 副 腎 ス キ ャ ンで 左 副 腎
に強 い取 り込 み を認 め,ほ か に 肝臓 に も正 常 に 取 り込
まれ た が,右 副 腎 に は ア イ ソ トー プ活性 が認 め られ な
か った(Fig.2).左 腎 静 脈 造 影 で 腎静 脈 合 流 部 よ り
約4.5cm副 腎側 に お い て,血 管 の 円 弧状 の走 行 異 常
が 認 め られ,直 径 約2cmの 副 腎 腫 瘍 の存 在が 認 め ら
れ た(Fig.3).
以 上 の所 見 よ り,内 分 泌非 活 性 左 副 腎 腫 瘍 の診 断 の
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も とに 左 副 腎 摘 出術 を施 行 した.
手 術 所 見 ・全 麻下 に,左 腰 部 斜 切 開 を お こな い手 術
を施 行 した.腫 瘍 は 左 副 腎 内に 限 局 し,周 囲へ の浸 潤
は認 め られ なか った.
摘 出 標本:摘 出標 本 は,大 き さ2.2×2.0×2.Ocm,
重 量18g,腫 瘍 は 被膜 に包 まれ,割 面 は 黄 色 で あ っ
た.
病 理 組 織学 的 所 見:腫 瘍 は 被膜 に よ り明瞭 に境 され
てい る.リ ピ ッ ドに 富 むcleartypecellと充 実 性 の
や やeosinophilicな小 型 の細 胞 と 不 規 則 な形 態 を持
っ たdensecosinophilicな細 胞 に よ って構 成 され た
腫 瘍 で,核 お よび細 胞 に 大 小 不 同 が な く,ま た 周 囲へ
の浸 潤 も認 め られ な い.正 常 な 副 腎組 織 は,軽 度at・
rophicにな っ て い る(Fig,4,5)・
以 上,内 分 泌学 的 検 査,臨 床症 状,組 織 像 よ り内 分

























ら リ ワ リ リク
うり
弓 卿 σ ・ 。も ・;
●
ρ驚












































































































































































































































1)林 威 三 雄 ・磯 部 泰行:内 分 泌 非 活性 副 腎皮 質 腺
腫 の1例,泌 尿 紀 要7;712～718,1961
2)栗 田 孝 ・江 里 口 渉 ・中 新 井邦 夫:非 活 性 副 腎
腫瘍 の2例.泌 尿 紀要10:142～147,1964
3)中 西 正 三 ・佐藤 実 ・目黒 澄 雄 ・仲 原 泰 博=巨 大
な る非 活 性 副 腎皮 質腺 腫 に つ い て.外 科29:
454～461,1967
4)山 内 皓 ・田代 純 一 ・馬 込蔵 之 輔=内 分 泌 非 活性
巨大 副 腎 腺 腫 の1例.小 倉 記 念病 院 紀 要1:67
～69,1968
5)上 田一 雄 ・高橋 睦 正 。川 波 寿 ・奥 村 悔 ・南 家
邦 夫 。長 谷 川啓 太 郎 ・三 戸康 郎 ・寿 山 博 武=巨 大
な ホル モ ン非 活 性 副 腎 皮 質腫 瘍 の1例.癌 の臨 床
17:232～236,1971
6)山 本 修三 ・永 井 淳 ・安 藤 幸 史 ・豊 田 精 一 ・森 川
康 英 ・星 野喜 久 ・巨大 な 良性 副 腎 皮 質 腺 腫 の一 治
験 例,日 本 臨床 外 科 医 学 会雑 誌33:578,1972
7)山 崎 隆 治 ・平 岡 真 ・日景 高 志 ・服 部 義博=副 腎
皮 質 腺腫 の1例.日 泌 尿 会誌66:216,1975
8)古 川 博通 ・広 瀬 庸 俊 ・川 辺 博 ・山 崎 祥一 ・小 暮
尚 ・杉 浦 純 一 ・酒 井 潔 ・中 村 隆 昭:小 児 内分 泌
非 活性 副 腎 皮 質 腺 腫 の1例.小 児 外科9:588～
594,1977
9)相 田光 保 ・島 紀 之 ・猪 狩 大 陸 ・小 島元 子 ・増 田
高 行:内 分 泌 と代 謝 をめ ぐるCPC(100),非 機
能 性 副 腎腺 腫 を伴 った ク ッシ ン グ病.医 学 の あ ゆ
み105:1010～1018,1978
10)山下 修 史 。来 山敏 夫 ・南 祐三 ・金 武 洋 ・進藤
和 彦 ・斉藤 泰 ・鍬 塚 雅 弘 ・森 宣 ・土 山秀 夫=
内 分 泌非 活性 副 腎 皮 質 腺 腫 の1例.臨 泌36:47
7～480,工982
11)佐藤 和 彦 ・岩 本 晃 明 ・広 川 信 ・松 下 和 彦 ・朝 倉
茂 夫1腎 結 石 に 合 併 した 内 分 泌非 活 性 副 腎腺 腫 の
1例.日 泌 尿 会 誌73:831,1982
12)吉村 直 樹 ・添 田 朝 樹 ・川 村 寿 一 ・吉 田 修 ・小 島
元 子=腹 部CTに て 発 見 され た 内分 泌 非 活性 と





















19)田代 浩 二 ・山 下 友 義 ・土 山哲 次 ・浮 島 晒 郎 ・吉 田
正 ・溝 ロー 郎 ・石 井 靖 夫 ・成 宮 壮 一 郎 ・遠 山啓 一
郎:広 範 な転 移 を示 した副 腎皮 質 癌 の一 剖 検 例.











前立腺 肥大 にと もなう排尿 障害、残 尿 および
残尿感 、頻尿 。
〔用法 ・用畳〕
通常1回2カ プセル を1日3回 経 口投 与す る 。
なお 、症状 によ リ適宜 増減 する.
〔包 袋)500cap.1000cap,
嘩使用上の注窟は製晶添付文書等をこ参照ください.
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